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２２８ 松山大学論集 第２４巻 第４－３号
１７）K.ポランニ 『ー人間の経済市場社会の虚構性』玉野井芳郎・栗本慎一郎訳，岩波書店，
１９９８年の第１章経済主義の誤。カール・ポランニ 『ー市場社会と人間の自由』大月書店，
２０１２年，第１２章経済決定論の信仰。経済主義については，エドゥアルト・ハイマン『近
代の運命』野尻武敏・足立正樹訳，新評論，１９８７年も参照のこと。
１８）P. F.ドラッカー『「経済人」の終わり』上田惇生訳，ダイヤモンド社，２００７年。
１９）カール・ポランニ 『ー経済の文明史』玉野井芳郎・平野健一郎編訳，石井溥・木畑洋一・
長尾史郎・吉沢英成訳，日本経済新聞社，１９７５年，第５章機能的社会理論と社会主義の計
算問題。
２０）岩林彪「現代社会主義経済論の地平－ハーバーマスを超えて－」日本科学者会議『日本
の科学者』Vol.４４ No.２，２００９年２月，４現代社会主義経済論の地平，おわりに，pp.３８－
３９。
２１）藤原章生『資本主義の「終わりの始まり」－ギリシャ，イタリアで起きていること－』新
潮社，２０１２年，p.２１。
２２）河合栄治郎については，差し当たり松井慎一郎『河合栄治郎－戦闘的自由主義者の真実
－』中公新書，２００９年，が参考になる。
２３）近代の超克については，差し当たり河上徹太郎他，竹内好『近代の超克』富山房百科文
庫，１９７９年，が参考になる。「マルクス主義者も含めての近代主義者たちは，血ぬられた
民族主義をよけて通った。自分を被害者と規定し，ナショナリズムのウルトラ化を自己の
責任外の出来事とした」という竹内好の言葉は，今日においてきわめて示唆に富んでい
る。
２４）F. A.ハイエク『隷属への道』ハイエク全集－別巻，西山千明訳，春秋社，１９９２年。
同『致命的な思いあがり』ハイエク全集－１，渡辺幹雄訳，春秋社，２００９年。
「大転換」論と社会主義 ２２９
